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資産の部

Ⅰ　固定資産

1　有形固定資産

土地 6,389,000

建物 4,620,844

　減価償却累計額 △ 308,518 4,312,327

構築物 525,933

　減価償却累計額 △ 139,976 385,957

機械装置 11,686

　減価償却累計額 △ 3,084 8,602

工具器具備品 78,464

　減価償却累計額 △ 18,330 60,134

図書 1,954,764

美術品・収蔵品 11,006

船舶 721

　減価償却累計額 △ 186 535

車両運搬具 3,266

　減価償却累計額 △ 761 2,505

有形固定資産合計 13,124,829

2　無形固定資産

ソフトウェア 49,955

電話加入権 468

無形固定資産合計 50,423

固定資産合計 13,175,253

Ⅱ　流動資産

現金及び預金 754,016

未収学生納付金収入 13,363

600

たな卸資産 3,313

その他流動資産 5,705

流動資産合計 776,997

　　資産合計 13,952,250

負債の部

Ⅰ　固定負債

資産見返負債

資産見返運営費交付金等 98,783

資産見返寄附金 17,506

資産見返物品受贈額 1,741,655 1,857,944

固定負債合計 1,857,944

Ⅱ　流動負債

寄附金債務 86,195

前受金 252,850

預り金 34,865

未払金 564,119

未払費用 148

未払消費税等 1,123

その他未収入金

貸　借　対　照　表
（ 平 成 １７ 年 ３ 月 ３１ 日）

（単位：千円）
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流動負債合計 939,299

　　負債合計 2,797,243

資本の部

Ⅰ　資本金

　政府出資金 11,520,670

資本金合計 11,520,670

Ⅱ　資本剰余金

　資本剰余金 26,609

　損益外減価償却累計額（△） △ 473,591

資本剰余金合計 △ 446,982

Ⅲ　利益剰余金

　当期未処分利益 81,319

（うち当期総利益　　　　81,319）

利益剰余金合計 81,319

　　資本合計 11,155,007

　　　負債資本合計 13,952,250

－2－



経常費用

業務費

教育経費 423,798

研究経費 120,410

教育研究支援経費 134,828

受託研究費 5,918

受託事業費 23,289

役員人件費 60,752

教員人件費

常勤教員給与 2,572,139

非常勤教員給与 314,797 2,886,936

職員人件費

常勤職員給与 782,092

非常勤職員給与 62,844 844,936 4,500,867

一般管理費 218,344

経常費用合計 4,719,211

経常収益

運営費交付金収益 2,343,688

授業料収益 1,973,969

入学金収益 275,542

検定料収益 68,772

受託研究等収益

国又は地方公共団体からの受託研究等収益 5,918

受託事業等収益

国又は地方公共団体からの受託事業等収益 23,289

寄附金収益 21,233

施設費収益 7,791

学位論文審査手数料収益 228

その他収益 7,775

資産見返負債戻入

資産見返運営費交付金等戻入 5,077

資産見返寄附金戻入 9 5,086

財務収益

受取利息 7

雑益

財産貸付料収入 49,062

文献複写料収入 1,290

間接経費収入 3,090

その他雑益 1,061 54,503

経常収益合計 4,787,802

経常利益 68,591

臨時損失

その他臨時損失 159,981 159,981

臨時利益

債権受贈益 11,437

資産見返物品受贈額戻入 407

物品受贈益 160,475

承継剰余金債務戻入 391 172,709

当期純利益 81,319

目的積立金取崩額 －

当期総利益 81,319

損 益 計 算 書
（ 平 成 １６ 年 ４ 月 １ 日 ～ 平成 １７ 年 ３ 月 ３１ 日）

（単位：千円）
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Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

原材料、商品及びサービスの購入による支出 △ 435,285

人件費支出 △ 3,439,277

その他の業務支出 △ 166,834

運営費交付金収入 2,447,549

授業料収入 1,865,295

入学金収入 273,145

検定料収入 68,772

受託研究等収入 5,918

受託事業等収入 23,289

施設費収入 7,791

寄附金収入 107,966

自己収入 61,959

預り金等増減 8,500

　　小計 828,788

国庫納付金の支払額 －

　　 業務活動によるキャッシュ・フロー 828,788

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出 △ 90,044

施設費による収入 15,265

　　小計 △ 74,779

利息の受取額 7

　　 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 74,772

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

     財務活動によるキャッシュ・フロー -

Ⅳ　資金に係る換金差額 -

Ⅴ　資金増加額 754,016

Ⅵ　資金期首残高 -

Ⅶ　資金期末残高 754,016

キャッシュ・フロー計算書

（平成１６年４月１日～平成１７年３月３1日）

（単位：千円）
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Ⅰ　　当期未処分利益 81,319,010

当期総利益 81,319,010

Ⅱ　　利益処分額

81,319,010 81,319,010教育研究環境の整備充実及び組織運営の改善のための積立金

　　利益処分に関する書類（案）

国立大学法人法第３５条において準用する独立行政法人通則法第４４

条第３項により文部科学大臣の承認を受けようとする額

（単位：円）
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Ⅰ 業務費用

（１） 損益計算書上の費用

業務費 4,500,867 　

一般管理費 218,344

臨時損失 159,981 4,879,192

（２） （控除）自己収入等

授業料収益 △ 1,973,969

入学料収益 △ 275,542

検定料収益 △ 68,772

受託研究等収益 △ 5,918

受託事業等収益 △ 23,289

寄附金収益 △ 21,233

学位論文審査料収益 △ 228

その他収益 △ 7,775

資産見返寄附金戻入 △ 9

財務収益 △ 7

雑益 △ 54,503 △ 2,431,245

業務費用　合計 2,447,947

Ⅱ 損益外減価償却等相当額

　損益外減価償却相当額 473,591

　損益外固定資産除却相当額 130 473,721

Ⅲ 引当外退職給付増加見積額 △ 116,640

Ⅳ 機会費用

国又は地方公共団体の無償又は減額さ
れた使用料による賃貸取引の機会費用

3,470 　

政府出資等の機会費用 149,199 　 152,669

Ⅴ （控除）国庫納付額 -

Ⅵ 国立大学法人等業務実施コスト 2,957,697

国立大学法人等業務実施コスト計算書

（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）
（単位：千円）
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Ⅰ 重要な会計方針 
 

１ 運営費交付金収益及び授業料収益の計上基準 
期間進行基準を採用している。 
なお，複数年にまたがる研究プロジェクトの一部については成果進行基準（平成１６年度は該当なし）を採用し

ている。 
 

２ 減価償却の会計処理方法 
 
（１）有形固定資産 
   定額法を採用している。 

    耐用年数については，法人税法上の耐用年数を基準としているが，主な資産の耐用年数は以下のとおりである。 
     建 物  １０～６０年 
     構 築 物  １０～５０年 
     機 械 装 置   ５～１５年 
     工具器具備品   ５～１５年 
     船 舶   ８～１５年 
     車 両 運 搬 具      ６年 
    また，特定の償却資産（国立大学法人会計基準第８３）の減価償却相当額については，損益外減価償却累計額と

して資本剰余金から控除して表示している。 
 
（２）無形固定資産 

    定額法を採用している。 
    なお，法人内利用のソフトウェアについては，法人内における利用可能期間（５年）に基づいている。 
 

３ 退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準 
   退職一時金については，運営費交付金により財源措置がなされるため，退職給付に係る引当金は計上していない。 
   なお，国立大学法人等業務実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は，事業年度末に在職する役職員

について，当期末の自己都合による退職給付要支給額から前期末の自己都合による退職給付要支給額を控除した額か

ら，業務費用として計上されている退職給付費用の額を控除して計算している。 
 

４ 徴収不能引当金の計上方法 
  学生納付金債権のうち，徴収不能とみられる債権に対し全額徴収不能引当金を計上している。 

 
５ たな卸資産の評価基準及び評価方法 
  評価基準    低価法 
  評価方法    移動平均法 

 
６ 国立大学法人等業務実施コスト計算書における機会費用の計上方法 
 
 （１）国等の財産の無償又は減額された使用料による賃借取引の機会費用の計算方法 
    合同宿舎分については「国家公務員宿舎法」に基づいて算出している。 
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 （２）政府出資等の機会費用の計算に使用した利率 
     １０年利付政府保証債の平成１７年３月末の利回りを参考に１．３２０％で計算している。 
 

７ 消費税等の会計処理 
  消費税及び地方消費税の会計処理方法は，税込方式による。 

 
 
Ⅱ 貸借対照表の注記事項 

  運営費交付金から充当されるべき退職給付見積額は 2,542,617 千円である。 

 

 

Ⅲ キャッシュ・フロー計算書の注記事項 

 

１ 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳は以下のとおりである。 

                          （単位：千円） 

現金及び預金勘定 754,016 

合    計 754,016 

 

２ 重要な非資金取引 

 

 （１）現物出資の受入による資産の取得 

土    地 6,389,000 千円

建    物 4,616,210 千円

構 築 物 514,609 千円

船    舶 851 千円

 

 （２）無償譲与の受入による資産の取得     

機 械 装 置 11,686 千円

工具器具備品 38,376 千円

美術品・収蔵品 11,006 千円

車 両 運 搬 具  3,266 千円

図     書  1,921,018 千円

ソフトウェア 27,906 千円

電 話 加 入 権 468 千円

 

 （３）無償譲与の受入による物品の取得     

譲与たな卸資産 1,041 千円

譲与消耗品費 159,434 千円
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Ⅳ 重要な債務負担行為 
  重要な債務負担行為はない。 
 
 
Ⅴ 重要な後発事象 
  重要な後発事象はない。 
 
 
Ⅵ その他 
  金額の端数処理は，各項目ごとに四捨五入を行っているため，合計額と合致しないことがある。 
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当期償却額

建 物 － 693 － 693 26 26 667

工具器具備品 － 40,088 － 40,088 4,065 4,065 36,023

図 書 － 1,792,378 － 1,792,378 － － 1,792,378

計 － 1,833,159 － 1,833,159 4,091 4,091 1,829,068

建 物 4,616,210 3,941 － 4,620,151 308,492 308,492 4,311,659

構 築 物 514,609 11,324 － 525,933 139,976 139,976 385,957

機 械 装 置 － 11,686 － 11,686 3,084 3,084 8,602

工具器具備品 － 38,376 － 38,376 14,265 14,265 24,111

図 書 － 162,386 － 162,386 － － 162,386

船 舶 851 － 130 721 186 186 535

車 両 運 搬 具 － 3,266 － 3,266 761 761 2,505

計 5,131,670 230,979 130 5,362,520 466,765 466,765 4,895,755

土 地 6,389,000 － － 6,389,000 － － 6,389,000

美術品・収蔵品 － 11,006 － 11,006 － － 11,006

計 6,389,000 11,006 － 6,400,006 － － 6,400,006

土 地 6,389,000 － － 6,389,000 － － 6,389,000

建 物 4,616,210 4,634 － 4,620,844 308,518 308,518 4,312,327

構 築 物 514,609 11,324 － 525,933 139,976 139,976 385,957

機 械 装 置 － 11,686 － 11,686 3,084 3,084 8,602

工具器具備品 － 78,464 － 78,464 18,330 18,330 60,134

図 書 － 1,954,764 － 1,954,764 － － 1,954,764

美術品・収蔵品 － 11,006 － 11,006 － － 11,006

船 舶 851 － 130 721 186 186 535

車 両 運 搬 具 － 3,266 － 3,266 761 761 2,505

計 11,520,670 2,075,144 130 13,595,684 470,855 470,855 13,124,830

無形固定資産
（償却費損益内）

ソフトウェア
（リース以外）

－ 29,871 － 29,871 996 996 28,876

無形固定資産
（償却費損益外）

ソフトウェア
（リース以外）

－ 27,906 － 27,906 6,827 6,827 21,080

非償却資産 電話加入権 － 468 － 468 － － 468

ソフトウェア
（リース以外）

－ 57,778 － 57,778 7,822 7,822 49,955

電話加入権 － 468 － 468 － － 468

計 － 58,246 － 58,246 7,822 7,822 50,423

有形固定資産
（償却費損益内）

資 産 の 種 類
減価償却累計額

期首残高 当期増加額 当期減少額

無形固定資産
合計

　附　　属　　明　　細　　書

有形固定資産
（償却費損益外）

有形固定資産
合計

（１）　固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（「第８３　特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償
　　却相当額も含む。）の明細

差引当期
末残高

摘　　要期末残高

（単位：千円）

非償却資産
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（単位：千円）

当期購入・
製造・振替

その他 払出・振替 その他

－ 3,313 1,041 1,041 － 3,313

区　　分 面積（㎡） 構　　造
機会費用の
金額（千円）

摘　　要

100.00 － 264

12.50 － 39

50.00 － 73

12.50 － 39

－ 415

43.96
鉄筋
コンクリート

96

332.42
鉄筋
コンクリート

574

131.52
鉄筋
コンクリート

270

40.29
鉄筋
コンクリート

84

452.97
鉄筋
コンクリート

1,343

63.95
鉄筋
コンクリート

221

63.96
鉄筋
コンクリート

201

64.21
鉄筋
コンクリート

258

47.82
鉄筋
コンクリート

8

－ 3,055

－ 3,470

（２）　たな卸資産の明細

期首残高 摘要期末残高

当期増加額 当期減少額

　（注）　「当期増加額」のうち，「その他」は政府から無償譲与されたたな卸資産に係る計上額である。

種類

貯蔵品

（３）　無償使用国有財産等の明細

土 地

建 物

所在地

高槻市日吉台１番町

高槻市日吉台４番町

箕面市小野原東５－６

枚方市中宮北町１０

枚方市御殿山南町４

高槻市日吉台１番町

高槻市日吉台４番町

吹田市津雲台５－１５

箕面市小野原東５－６

箕面市小野原東３－１１

枚方市中宮北町１０

大阪市天王寺区堂ヶ芝２

枚方市香里が丘９－９

種　　別

日吉台合同宿舎駐車場

日吉台合同宿舎駐車場

箕面合同宿舎駐車場

北が丘合同宿舎駐車場

小　　計

枚方合同宿舎

日吉台合同宿舎

日吉台合同宿舎

津雲台合同宿舎

箕面合同宿舎

箕面第２合同宿舎

合　　計

北が丘合同宿舎

桃谷合同宿舎

香里合同宿舎

小　　計
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（４）　引当金の明細

（単位：千円）

目的使用 その他

未収学生納付金
徴収不能引当金

－ 157 157 － －

合計 － 157 157 － －

（単位：千円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘　　要

11,520,670 － － 11,520,670

11,520,670 － － 11,520,670

－ 15,265 － 15,265 固定資産の取得

－ 11,474 － 11,474

－ － 130 △ 130 船舶の除却

－ 26,739 130 26,609

－ 473,591 － 473,591

－ △ 446,852 130 △ 446,982

損益外減価償却累計額

差引計

資 本 金

資 本 剰 余 金

政府出資金

国からの譲与

出資財産除売却差額

計

区　　　　　分

計

資本剰余金

施設費

期末残高 摘　　要

未収授業料収入のうち，徴収不能とみられ
る債権に対し，全額徴収不能引当金を設定

（５）　資本金及び資本剰余金の明細

当期減少額

区　　分 期首残高 当期増加額
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教育経費

消耗品費 38,630

備品費 12,628

印刷製本費 42,192

水道光熱費 34,235

旅費交通費 53,917

通信運搬費 1,148

賃借料 4,620

保守費 9,534

修繕費 14,410

広告宣伝費 6,621

行事費 8,464

報酬・委託・手数料 69,419

奨学費 118,983

貸倒損失 4,240

雑費 3,797

その他 959 423,798

研究経費

消耗品費 24,216

備品費 11,018

印刷製本費 10,011

水道光熱費 19,651

旅費交通費 29,209

通信運搬費 3,043

賃借料 1,619

保守費 2,682

修繕費 1,549

報酬・委託・手数料 14,974

雑費 1,729

その他 708 120,410

教育研究支援経費

消耗品費 16,926

備品費 5,609

印刷製本費 3,202

水道光熱費 12,691

賃借料 74,031

保守費 3,212

修繕費 3,324

報酬・委託・手数料 9,471

減価償却費 3,632

雑費 1,703

その他 1,028 134,828

受託研究費 5,918

受託事業費 23,289

役員人件費

報酬 43,308

賞与 13,553

法定福利費 3,891 60,752

教員人件費

（６）　業務費及び一般管理費の明細

（単位：千円）
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常勤職員給与

給料 1,482,697

賞与 590,681

退職給付費用 265,420

法定福利費 233,340 2,572,139

非常勤職員給与

給料 313,194

法定福利費 1,603 314,797 2,886,936

職員人件費

常勤職員給与

給料 418,937

賞与 139,477

退職給付費用 151,901

法定福利費 71,777 782,092

非常勤職員給与

給料 55,744

法定福利費 7,100 62,844 844,936

一般管理費

消耗品費 32,318

備品費 4,614

印刷製本費 3,925

水道光熱費 19,942

旅費交通費 18,000

通信運搬費 11,744

賃借料 13,062

福利厚生費 4,638

保守費 24,106

修繕費 16,553

損害保険料 1,377

広告宣伝費 2,494

諸会費 4,231

報酬・委託・手数料 51,339

租税公課 4,382

減価償却費 1,253

雑費 4,089

その他 278 218,344
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運営費交付金
収　　　　　　益

資産見返運
営費交付金

資本剰余金 小　　計

平成１６年度 － 2,447,549 2,343,688 103,861 － 2,447,549 －

合　　計 － 2,447,549 2,343,688 103,861 － 2,447,549 －

建設仮勘定
見返施設費

資本剰余金 その他

営　繕　事　業 21,000 － 14,320 6,680

災 害 復 旧 事 業 2,056 － 945 1,111

計 23,056 － 15,265 7,791

左の会計処理内訳

（７）　運営費交付金債務及び運営費交付金収益の明細

（７）－１　運営費交付金債務

（単位：千円）

（７）－２　運営費交付金収益

期末残高交付年度 期首残高
交付金当
期交付額

当　　期　　振　　替　　額

（単位：千円）

　　　業務等の区分を行っていないため，記載を省略している。

摘　　　要

その他は修繕費

その他は修繕費

（８）　運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

（８）－１　施設費の明細

区　　　　分 当期交付額
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（単位：千円）

建設仮勘定見
返補助金等

資産見返補助
金等

資本剰余金
長期預り補助

金等
収益計上

承継剰余金 391 － － － － 391

合計 391 － － － － 391

支給人員 支給人員

（　3　） （　－　）

3 －

（　423　） （　－　）

290 18

（　426　） （　－　）

293 18

（注）　常勤教職員退職手当基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学職員退職手当規程」に基づき支給している。

2,680,253

役　　　　員

教　職　員

合　　　　計

48,461

（　368,938　） 

2,631,792

（　377,338　）

（注）　支給額及び支給人員数　：　非常勤役員及び非常勤教職員については，外数を（　）で記載している。

－

（　－　）

417,321

（注）　常勤教職員給与基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学職員給与規程」に基づき支給している。

　　　　また，支給人員数については，年間平均支給人員数である。

（注）　役員報酬基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学役員報酬規程」に基づき支給している。

（注）　役員退職手当基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学役員退職手当規程」に基づき支給している。

（　－　）

417,321

（　8,400　）

（９）　役員及び教職員の給与の明細

支給額

退職給付

支給額

区　　　　分

報酬又は給与

（　－　）

（単位：千円，人）

（８）－２　補助金等の明細

当期振替額

摘　　要区分 当期交付額

　　　給している。

　　　き支給している。

（注）　外国人招へい教員給与基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学外国人招へい教員に関する規程」に基づき支

（注）　外国人招へい教員退職手当基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学外国人招へい教員に関する規程」に基づ
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区　　　　　分
当　期　受　入

（千円）
件　　　数

（件）

－ 107,966 22

合　　　　計 107,966 22

（単位：千円）

区　　　　　分 期首残高 当期受入額 受託研究等収益 期末残高

－ － 5,918 5,918 －

合　　　　計 － 5,918 5,918 －

（注）　外国人教師給与基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学外国人教師に関する規程」に基づき支給している。

　（注）　うち，期首承継分　69,506千円，15件を含む。

（１０）　開示すべきセグメント情報

　　　　単一セグメントのため，記載を省略している。

（１１）　寄附金の明細

摘　　　　　　　　　　要

（１２）　受託研究の明細

（注）　非常勤教職員給与基準の概要　：　職種に応じた就業規則等を定め，当該規則に基づき支給している。

（注）　外国人教師退職手当基準の概要　：　「国立大学法人大阪外国語大学外国人教師に関する規程」に基づき支給している。

（注）　法定福利費　：　上記明細には，法定福利費は含めていない。
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（単位：千円）

区　　　　　分 期首残高 当期受入額 受託事業等収益 期末残高

国際シンポジウム実施経費 － 13,869 13,869 －

平成１６年度第１回
日本留学試験

－ 7,033 7,033 －

そ　　の　　他 2,387 2,387

合　　　　計 － 23,289 23,289 －

　①　現金及び預金

（単位：千円）

(単位：千円)

1,741,655

区　　　　　　　　　　分

図書

合　　　　　計

金　　　　　　　　　額

1,741,655

754,000

754,016

754,000

　②　資産見返物品受贈額

　普通預金

計

合　　　　　計

（１３）　受託事業等の明細

(１４)　上記以外の主な資産・負債・費用及び収益の明細

金　　　　　　　　　額区　　　　　　　　　　分

16現金

預金
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